





























































































り場に突き立てられ、浄めの供儀の祭具が配置される」(lha nda'sgro dkar ien la gzugs〃






































土地神 (gyi lha)の徴収量19、 姿の良い雄ヤギ1頭、御神酒の徳利1本、儀式の御神
酒の徳利1本、ツァンパ (phye)1升、バター1両、木片に描いた絵 1つ、絹の類が


























































































































































































































7)ngo marはngo dmtt po「赤い顔」の意味で付された名であろう。次節で述べる葬儀の犠牲羊、


































24)R■1042,■.28望8、 搭 1989a、pp.23-24、b、 118-119参照。























40)had ttogs slaと読んだ場合、ltadはhad mo「芝居」であり、その開催を動詞 血ogs「掲げる」
「持つJで表したということかもしれない。
41)Selu・I Ethnological RcportsにおいてBon Studicsと銘打たれ、現在まで10巻が公干Jされた。
4、 5巻がボン教テンギュルの目録と索引、8巻がボン教カンギュルの目録である。
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